
⽇本教育社会学会主催 若⼿研究者交流会 2024年3⽉10⽇ ＠広島オフィスセンター＋Zoomオンライン
ラウンドテーブル1（対⾯） タイトル 概要

12:40 ~12:50 ⾃⼰紹介

12:50 ~13:30

三品拓⼈
（関⻄⼤学・⽇本学術振興会特別研究員

（PD））
「児童養護施設における『不登校』をめぐる葛藤」

児童養護施設Xでは、近年「不登校」の⼦どもが増えている。そこで予備調査という
位置づけで、現場を⾒学し、職員に話を伺った。児童養護施設Xにおいて「不登校」
の⼦どもが増えていった過程、⼦ども側の理由、職員の実際の対応や⼦どもとの関わ
りを整理して記述する。「不登校」をめぐる葛藤が異なることに焦点を当てて考察を
⾏う。

13:30 ~14:10

眞⽥英毅
（同志社⼤学⽂化情報学部・⼤学教員︓助⼿・

助教・専任講師）
「学校外教育は多様化したのか」

本研究では，学校外教育の多様化について，アンケート調査を⽤いた分析から検討す
る．近年，学校外教育は多様化しており，集団指導／個別指導といった指導形態の複
雑化だけではなく，料⾦体系も有償／成績優秀者は無償／無償という形態に変わりつ
つある．従来の学校外教育は費⽤の⾼さから，⾼階層の学歴再⽣産装置という批判も
あったが，学校外教育の現状を明らかにすることで，場合によってはむしろ低階層の
再⽣産打破へとつながる可能性も考えられる．本研究ではこのような⽬的意識の下，
多様化した学校外教育の現状について分析結果を報告する．

14:10 ~14:30 休憩

14:30 ~15:10

前⽥⻨穂
（國學院⼤學・⼤学教員︓助⼿・助教・専任講

師）
「教員採⽤制度の国際⽐較︓PISA2022の探索的分析から」

21世紀以降、世界銀⾏やOECDにより、教育システムの「分権化」や「学校の⾃律
性」が教育達成に与える影響の重要性が強調されてきた。これは、教育資源配分の重
要な側⾯である教員採⽤についても同様である。しかし実証研究の結果からは、線形
で⼀次元的な「分権化」や「学校の⾃律性」が各国の教員採⽤制度の多様性と合致し
ていないことが⽰唆されている。本研究ではこのような諸概念の再検討を⽬指し、各
国間の教員採⽤制度の類型を⽣成するための探索的分析を⾏う。具体的には多重対応
分析をもとに、各国のガバナンス構造の類型化を試みる。

15:10 ~15:50

上地⾹杜
（静岡⼤学・⼤学教員︓助⼿・助教・専任講

師）

「⼈⼝減少社会における⾼校教育の存続と削減に関する基礎的
検討」

⼈⼝減少が進む中で、各都道府県では⾼校教育の再編整備計画が進められている。再
編整備計画は基本的に⾼校数、または課程・学科数の増減を進めていくことになる
が、都道府県によって取り組み⽅は異なる。近年では、⾼校があるかどうかが将来の
⼈⼝予測にも影響を与えることが⽰されており、⾼校教育をどのように存続・削減さ
せていくのかは、⼈⼝減少社会において重要な課題である。そこで、都道府県別の再
編整備計画と⾼校数（課程・学科数を含む）の推移を整理し、その動向から⼈⼝減少
社会における⾼校教育について考察する。

15:30 ~16:00 総合討論

ラウンドテーブル2（対⾯）
12:40 ~12:50 ⾃⼰紹介

12:50 ~13:30

杉⼭美菜⼦
（鎌倉⼥⼦⼤学・学部⽣）

「⼩学校における児童の社会経済的背景と授業⽅法の関連―
TALIS2018を⽤いた定量的分析―」

授業⽅法に関する質問を因⼦分析することにより，授業⽅法が「課題探究型」「規律
伝達型」「教員説明型」「静穏指⽰型」の4つに類型可能であることが⽰された。ま
た，重回帰分析から社会経済的に困難な家庭環境にある⼦どもの割合が「課題探究
型」の授業を⾏う頻度に影響を与えていることが明らかとなった。本研究から、授業
⽅法と児童の社会経済的背景の関連について⽬を向けることの重要性が⽰された。

13:30 ~14:10

宇⽥智佳
（⼤阪⼤学⼤学院・博⼠後期課程）

「児童養護施設で暮らす⼦どもたちの⽣活世界に関する社会学
的研究」

児童養護施設でのフィールドワークから、⼦どもたちの⽣活経験を多⾓的に描き出
し、実践や語りの特徴を明らかにしていくという博⼠論⽂の構想を発表する予定であ
る。
具体的には、施設の⼦どもたちが⽣活する学校、児童養護施設、家庭という3つの場に
着⽬し、それぞれの場において他者との関係性をめぐって、⼦どもたちがどのような
解釈・実践を⾏っているのかを検討していく。
以上の検討を通して、「⼦どもの声を聞く」という近年の潮流に対して、児童養護施
設の構造や⼦ども同⼠の関係性の両義性、⼤⼈（施設職員や児童相談所）の意⾒の内
⾯化といったことを踏まえて⼦どもの経験や語りを捉えていく必要があることを⽰し
ていきたい。

14:10 ~14:30 休憩

14:30 ~15:10

鈴⽊菖
（上智⼤学⼤学院・博⼠後期課程）

「福祉事業型専攻科に通う障害者にとっての⾃⽴―親を対象と
したインタビュー調査を中⼼に―」

2000年代以降、障害者の教育年限を保障する⽬的として、障害福祉制度を活⽤した学
びの場である福祉事業型専攻科（以下、専攻科）を設置する動きが徐々に広がってい
る。そこで本研究では、専攻科に⼦どもを通わせている親を対象としたインタビュー
調査を通して、⼦育てにおいてどのような経験をし、それによって⼦どもの⾃⽴をど
のように捉えるようになったのかを明らかにすることで、現代における障害者の⾃⽴
をめぐる親の意識を考察することを⽬的としている。

15:10 ~15:50

中原慧
（京都⼤学⼤学院・博⼠後期課程）

「移⺠的背景のある⼦どもの学⼒にかかわる⾔語的要因の影
響」

本報告は、⽇本における移⺠的背景のある⼦どもの学⼒と家庭における⾔語使⽤の状
況の関係を分析した結果である。⽇本でも、⼈⼝に占める移⺠の割合は増⼤してい
る。移⺠的背景のある⼦どもは、その⾔語的、あるいは、⽂化的な差異により、学習
困難が⽣じやすいとされる。これまでも、計量的な研究において、移⺠的背景のある
⼦どもが低学⼒になりやすいことは確認されており、また、⾔語的要因の影響の強さ
も指摘されている。その⼀⽅で、バイリンガルであることの意義や効果についての指
摘も存在し、⾔語的要因がどのように移⺠的背景のある⼦どもの学⼒に関係している
のかは、より精緻に分析することが必要である。本報告は、⾔語的要因の媒介効果に
加え、⾔語的要因が持つ学⼒と移⺠的背景との間の関係性に対する調整効果について
分析を⾏う。結果、確かに、⾔語的要因が学⼒格差を媒介しているものの、移⺠的背
景のある⼦どもについては、統計的に有意な交互作⽤も推定された。

15:30 ~16:00 総合討論
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12:40 ~12:50 ⾃⼰紹介

12:50 ~13:30

豊島伊織
（京都⼤学⼤学院）

「⼦ども⾷堂の特質に関する基礎分析︓潜在クラス分析から浮
上する『教育』」

本報告では2021年に実施された「全国こども⾷堂実態調査」データを⽤いて、全国の
「⼦ども⾷堂」の特⾊を量的に検討する。具体的には以下の3点の分析結果を報告す
る。第⼀に、⼦ども⾷堂がどのようなアクターによって担われているのかを、記述統
計などから整理する。第⼆に、⼦ども⾷堂の諸類型を知るために、⼦ども⾷堂の実施
⽬的および実施内容に対して潜在クラスモデルを適⽤し、⼦ども⾷堂をいくつかのク
ラスに分類する。第三に、析出された潜在クラスを割り当てて従属変数とし、どのよ
うな特徴を持つ⼦ども⾷堂がそのクラスに該当するのかを多項ロジット分析によって
明らかにする。

13:30 ~14:10

⼭⽥航汰
（関⻄⼤学⼤学院）

「貧困の世代間連鎖解消に向けた政策の検討」

児童養護施設Xでは、近年「不登校」の⼦どもが増えている。そこで予備調査という
位置づけで、現場を⾒学し、職員に話を伺った。児童養護施設Xにおいて「不登校」
の⼦どもが増えていった過程、⼦ども側の理由、職員の実際の対応や⼦どもとの関わ
りを整理して記述する。「不登校」をめぐる葛藤が異なることに焦点を当てて考察を
⾏う。

14:10 ~14:30 休憩

14:30 ~15:10

⽔野聖良
（⼤阪⼤学⼤学院）

「居場所に来ることの捉えられ⽅―スタッフの視点から―」

現代社会において、⼦ども・若者の学びや育ちは学校や家庭だけではなくなってい
る。例えば、オープンアクセスな⻘少年向け居場所施設には、定期的に来館する「常
連」の⼦ども・若者たちが存在する。本報告は、そのような施設の1つであるユースセ
ンターに着⽬し、場における「常連」の⼦ども・若者たちをスタッフはどのように捉
えているのかという点に着⽬して検討を⾏う。フィールドワーク調査の結果、スタッ
フ

15:10 ~15:50

⼩⻄凌
（三重⼤学⼤学院）

「新型コロナウィルス感染拡⼤における家庭・学校環境は努⼒
有効感にどのように関連するのか」

希望格差社会”という⾔葉に象徴されるように、現代社会に拡がる「努⼒は報われな
い」という社会的なムードの蔓延が度々問題視される。2021年の流⾏語⼤賞にもラン
クインした「親ガチャ」というスラングの含意には、“どんな親の元に⽣まれるかは運
次第であり、⼈⽣は家庭環境に⼤きく左右される”とあり、将来に対する諦観には、家
庭環境の印象が⼤きく左右されることが⽰唆された。

15:30 ~16:00 総合討論

＊⼀般参加者 瀬⼾健太郎（⽴教⼤学）

ラウンドテーブル4（対⾯）
12:40 ~12:50 ⾃⼰紹介

12:50 ~13:30

野下智則
（京都⼤学⼤学院・博⼠前期/修⼠課程）

「『性関連情報』の社会学」

1990年代以降のジェンダーバックラッシュや1998年の学習指導要領の「はどめ規
定」の成⽴後、⽇本の学校現場では、性教育の実施に対する制限がかかっている現状
がある。このように、学校現場での性教育が不⼗分だと想定される社会で、⼈々はど
のように、整理、⽣殖や避妊、妊娠、中絶、出産、性感染症の予防といった性に関す
る知識を得て、実践に活⽤しているのだろうか。本発表では、ドロシー・スミスの
「⽇常的知識」と「専⾨的知識」の概念や、ポリメディア理論に依拠しつつ、すでに
実施した半構造化インタビューを分析する。そのうえで「友⼈との会話がつくる⽇常
知が専⾨知の獲得の⼊り⼝となっていること」、結果として「医学的に『正しい情
報』へのアクセスの成否は、周囲の⼈との関係性という偶然的要因が作⽤しているこ
と」等を指摘する。

13:30 ~14:10

⾦弘実久
（広島⼤学⼤学院・博⼠後期課程）

「資格課程における⼥⼦学⽣の『進路変更』経験―⺟と娘との
特殊な関係性に着⽬して―」

本研究の⽬的は、資格課程に在籍する⼥⼦学⽣の〈語り〉から、⼤学⼊学後の「進路
変更」経験がいかに語られるかを検討することである。また本報告では、調査対象者
とその⺟親との関係性に着⽬して〈語り〉を分析する意義を考えたい。先⾏研究で
は、⼥性のライフコースに「⺟親の期待」が⼤きく影響を与えることが明らかにされ
てきた。しかし、⺟娘関係に影響を受けた若者の進路選択がいかにして語られるかに
ついては着⽬されてきていない。そこで、資格取得を⾒据えて⼤学に⼊学した⼥⼦学
⽣の進路選択経験について、⺟娘関係に着⽬して記述することで、⼤学⼊学後に「進
路変更」を考える若者の進路選択の過程を詳細に描き出したい。

14:10 ~14:30 休憩

14:30 ~15:10

九⻤成美
（東京⼤学⼤学院・博⼠後期課程）

「⼤学のキャリア教育科⽬の中のジェンダーに関する授業内容
の様相」

本発表では、⼤学のキャリア教育科⽬のシラバスの分析を⾏うことによって、その全
体像、特にジェンダーに関する授業内容の様相と、⼤学や授業の属性から内容の偏り
を検証することである。そのため、全⼤学を対象として計4527科⽬のシラバスのテキ
ストにテキストマイニング分析を⾏った。まず授業の内容を概観し、抽出語のクラス
ター分析によって授業内容を分類した。次に、ジェンダーに関連する内容を含む授業
をコーディングし、設置主体、⼤学の偏差値帯、学年、学部、地域、⼥⼦⼤学、担当
教員の性別という変数とのクロス集計を⾏い、授業内容の傾向を検証した。最後に、
ジェンダーに関連する内容を含む授業を読み込み、より深く踏み込んだ授業内容の⽂
脈について内容分析を⾏う。

15:10 ~15:50

康凱翔
（広島⼤学⼤学院・博⼠後期課程）

「⾼等教育におけるAgentBasedModelの展開」

Agent Based Model (略︓ABM)はボトムアップ的に、ミクロレベルにおける⾃律的
に意思決定できる主体（エージェント）を通して、マクロレベルの社会ダイナミック
スをシミュレーションする⼿法である。エージェントは設定された環境の中に、⼀連
のルールに基づいて学習・選択・⽣産などの⾏動を実⾏できる。さらに、エージェン
ト間の相互作⽤を通して、システムの到達可能な状態を⽰すことができる。特に、社
会科学において、創発現象の解明や社会秩序の⽣成を説明することが期待されてい
る。本稿では、⾼等教育研究において、ABM⼿法が学習⾏動、⼤学選択⾏動などの課
題における動向を概観し、機械学習、進化アルゴリズムなど新たな⼿法との結合を展
望する。

15:30 ~16:00 総合討論
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12:40 ~12:50 ⾃⼰紹介

12:50 ~13:30
鴨下響

（早稲⽥⼤学・学部⽣）
「企業が求める『主体性』と労働者の成⻑意識に関する実証分

析」

本報告は、企業が求める「主体性」は実際に評価されているのか、ということについ
て労働者の成⻑に関する意識に着⽬して試論的に考察することを⽬的とするものであ
る。

13:30 ~14:10 ⼯藤成仁
（名古屋⼤学⼤学院・博⼠前期/修⼠課程）

「なぜ夢を追う若者は⽀援されるのか」
なぜ夢を追う若者は⽀援されるのか。夢を追う若者が無償で居住できるシェアハウス
を事例とし議論したい。

14:10 ~14:30 休憩

14:30 ~15:10

⽔野遼太郎
（京都⼤学⼤学院・博⼠前期/修⼠課程）

「『地⽅の若者』の移⾏と地域移動をめぐる困難―『地元つな
がり』の空中分解プロセスから―」

教育・雇⽤の⾯で相対的に不利な「地⽅」においては移⾏と地域移動が密接に結びつ
いており、近年では「地⽅の若者」の移⾏の困難が注⽬されている（尾川 2011な
ど）。そこで本報告では、「地⽅の若者」が直⾯する移⾏の困難を、彼ら彼⼥らに
とってのセーフティネットとして語られてきた「地元つながり」（新⾕ 2004、上原
2014など）の観点から分析する。
過疎地域出⾝の若者に対してインタビュー調査を⾏った結果、過疎地域で⽣まれ育っ
た若者にとって、「地元」で⽣き続けるという⾒通しは成⽴しない形で移⾏と地域移
動は結びつくこと。それゆえ過疎地域においては、「地元」という場の社会関係が有
する中⻑期的な互酬性への期待が縮⼩していくことによって、若者の「地元つなが
り」の道具的機能が空中分解されていくことが明らかになった。

15:10 ~15:50

鈴⿅翔⼤
（⼤阪⼤学⼤学院・博⼠前期/修⼠課程）

「新卒⼀括採⽤システムに乗る⽇系ブラジル⼈に関する社会学
的研究―教育から労働への移⾏に着⽬して―」

本報告では、修⼠論⽂の研究計画を発表する。本研究の⽬的は、新卒⼀括採⽤システ
ムに乗る⽇系ブラジル⼈の若者の「教育」から「労働」への移⾏の様相を明らかにす
ることである。これまで、初等中等教育を含む学校現場や移⺠第⼀世代の労働状況に
着⽬する研究が蓄積されてきた。⼀⽅で、「⾼等教育」から「労働市場」へと移⾏す
る移⺠第⼆世代の姿は看過されてきたと⾔える。近年、移⺠第⼆世代における⾼等教
育への進学の増加が⽰されるように、初等中等教育だけでなく⾼等教育と労働の関係
に着⽬する研究が要請される。そこで本研究はインタビュー調査の⼿法を⽤いて、新
卒⼀括採⽤システムに乗る⽇系ブラジル⼈の若者の「教育」から「労働」への移⾏を
検討する。

15:30 ~16:00 総合討論

ラウンドテーブル6（対⾯）
12:40 ~12:50 ⾃⼰紹介

12:50 ~13:30

千⽥沙織
（名古屋⼤学⼤学院・博⼠前期/修⼠課程）

「教育困難校の⽣徒指導による⾃由と管理のジレンマ」

私は、博⼠課程において『教育困難校の⽣徒指導による⾃由と管理のジレンマ』を研
究したいと考えている。昨今、ルールメイキングや学校内⺠主主義の啓発運動が広
がってきているが、低学⼒や⽣徒指導上の問題を抱える学校においては、校則を中⼼
とした厳しい⽣徒指導が⾏われている。本研究の⽬的は、教育困難校の⽣徒指導を通
して、教員と⽣徒の間に⽣じる⾃由と管理のジレンマがどのように形成されているの
かを明らかにすることである。教育困難校の⼀例として⾼等専修学校A校を取り上
げ、A校の卒業⽣に対して半構造化インタビューを⾏うとともに、調査者である私
（教員）の関与も記述する対話的構築主義のアプローチをとる。

13:30 ~14:10

宮崎朔
（中央⼤学⼤学院・博⼠前期/修⼠課程）

「通学型通信制⾼校の社会的位置付けに関する⼀考察」

本発表は、来年度執筆予定の修⼠論⽂の⼀部分を想定するものである。報告者は、私
⽴通学型通信制⾼校でのフィールドワークでえらえたデータをもとに修⼠論⽂の執筆
を予定している。研究にあたって、通学型通信制⾼校がいかなる制度的位置付けにあ
るのか、その制度的性質によっていかなる⽣徒を受け⼊れやすい状況にあるのかを明
確にしておく必要がある。そこで、通信制⾼校の制度的位置付けと置かれた社会的⽂
脈を概観し、なかでも通学型通信制⾼校がいかなる特質をもった教育施設であるかを
整理することを⽬的とする。それを通して、通学型通信制⾼校を研究する意義と今後
の研究の展望を提⽰する。

14:10 ~14:30 休憩

14:30 ~15:10

尾河勇太
（⼤阪⼤学⼤学院・博⼠前期/修⼠課程）

「⾮主流の後期中等教育機関における進路形成の研究―⾼等専
修学校での学校経験に着⽬して」

本研究では、⾮主流の後期中等教育機関、とりわけ⾼等専修学校卒業⽣に着⽬し、進
路形成の背後にある学校経験を含めた事柄との関連から、⾼等専修学校の持つ意義と
限界を明らかにしたい。研究⼿法はエスノグラフィを⽤いる。主流の後期中等教育機
関（主に全⽇制⾼校）と対⽐した時に、⾮主流の後期中等教育機関では進路未決定の
まま卒業する⽣徒が圧倒的に多い。⼀⽅で、⾼等専修学校に通う⽣徒の進路未決定率
はかなり低いことが確認されている。しかし、進路決定率に関して強固なものがある
反⾯、その進路決定内容及び卒業後の就学・就労の実態については脆弱であると⾔わ
ざるを得ない。これらについて主にインタビュー調査から得られたデータを元に分析
を⾏い、発表に臨みたい。

15:10 ~15:50 ⽥垣内義浩
（東京⼤学⼤学院・博⼠後期課程）

「進路形成に対する特進コース在籍の影響に関する地域間⽐較
―都道県内の異質性に注⽬して」

15:30 ~16:00 総合討論
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12:40 ~12:50 ⾃⼰紹介

12:50 ~13:30

秋⼭みき
（⼤阪⼤学⼤学院・博⼠前期/修⼠課程）

「公正な教育実践の構築過程はいかなるものか―学校の社会的
背景との関連に着⽬して―」

本研究の⽬的は，形式的平等を重視する⽇本の学校という⽂脈に埋め込まれながら
も，⽣徒の多様なニーズに応じた公正な教育実践を⾏う⼆つの中学校におけるエスノ
グラフィーから，そうした実践の構築過程が学校の社会的背景によっていかにして異
なるのかを検討することである。調査より，以下の2点が明らかとなった。まず，かつ
てからワーキングクラス・貧困層の割合が⼤きい状況があるA中においては，⽣徒の
差異に焦点化する明確で顕在的な公正な教育実践が⾏われていた。そして，ミドルク
ラス家庭が増加して校区の階層分化が進⾏するB中においては，周囲との類似性を求
める⽣徒の意思を尊重することで，ターゲットが明かされない公正な教育実践が⾏わ
れていた。こうした公正な教育実践のあり⽅の差異の背景には，学校組織の有する歴
史的⽂脈や現在通っている⽣徒の階層的背景によって規定される教員への役割期待の
影響があった。

13:30 ~14:10

橋本みの⾥
（広島⼤学・研究⽣、⾦沢⼤学・事務職員）

「国⽴⼤学事務職員に関する修⼠論⽂の概要と博⼠課程研究計
画」

修⼠論⽂では、某国⽴⼤学事務職員６⼈に現状と将来に対する認識について半構造化
インタビューを⾏いＫＪ法により構造化し、今の⾃分にも将来にも肯定的なイメージ
をもつことができていない状況にあることをまとめた。この結果を踏まえ、博⼠後期
課程では⾃律的なキャリア形成を図ることが必要であるという前提に⽴ち、その⼼的
な発達のプロセスに着⽬して、主として中年期の職業的アイデンティティの再構築お
よび⾃⼰効⼒感の向上についてインタビュー調査と質問紙調査を実施し明らかにした
い。さらにキャリア⾃律の促進に寄与する研修コンテンツの作成についても試みる予
定である。

14:10 ~14:30 休憩

14:30 ~15:10

程⽂娟・鈴⽊浩輔・猿⽥静⽊・康凱翔
（共に広島⼤学⼤学院・博⼠後期課程）

「博⼠課程学⽣の共同研究に関する研究―動機付けと経験の視
点から―」

近年，博⼠課程学⽣の共同研究が推奨され，研究遂⾏能⼒の育成を⽬指した共同研究
プロジェクトや学際的な共同研究を促進するための研究費の援助といった様々な⽀援
が提供されている。しかし，博⼠課程学⽣がどのように動機付けられ，どのように共
同研究を⾏っているのか，その実態は明らかにされていない。本研究は，共同研究経
験のある博⼠課程学⽣6名に，共同研究の動機付け・経験について半構造化⾯接による
インタビュー調査を実施した。得られたデータを質的に内容分析した結果，業績・⼈
間関係・研究能⼒・興味関⼼・協働⼒に関する動機付けが⽰された。また，共同研究
を⾏う中で，協働能⼒の成⻑や⼈間関係の難しさなどを経験していることがわかっ
た。

15:10 ~16:00 総合討論

ラウンドテーブル8（オンライン）
12:40 ~12:50 ⾃⼰紹介

12:50 ~13:30
⾚城拓

（京都⼤学⼤学院・博⼠前期/修⼠課程）
「援助要請の社会学―『⼦どもの貧困』に焦点を当てて」

本報告は,これまで主に社会⼼理学や臨床⼼理学において研究されてきた「援助要請」
が「⼦どもの貧困」研究の⽂脈の中に,いかにして位置付けることが可能かを明らかに
することを⽬的とする.

13:30 ~14:10

江頭早紀
（津⽥塾⼤学⼤学院・博⼠前期/修⼠課程）

「障害があるこどもの学びの現状について」

障害がある⼦どもたちの学びについて、いくつかの視点から考察する。まず、障害が
ある⼦どもたちの学びに取り⼊れられている要素として、発達⽀援や療育の役割、内
容に着⽬する。次に、学習や勉強的側⾯から、障害があるこどもたちの教科学習の現
状を整理する。さらに、上記２つの側⾯が学校という場や学校外の家庭や放課後の場
でどのように⾏われているのかを概観する。以上を通して、まず、障害がある⼦ども
たちの学びの現状を整理することで、その問題点を指摘する。特に学習や発達⽀援の
形骸化が起きてきる可能性を考えたい。さらに、障害がある⼦どもたちが「学ぶ」意
味について、障害の社会モデルに依拠しながら論じていく。将来の⾃⽴に対するエン
パワメントという意味を考えることで、現状の問題点が障害のある⼦どもの無⼒化に
つながっていることも指摘したい。

14:10 ~14:30 休憩

14:30 ~15:10 新井寛規
（佛教⼤学⼤学院・博⼠後期課程）

「不登校の⼦をもつ親が抱える困りと葛藤」

15:10 ~15:50

⽥野倉和⼦
（⼀橋⼤学⼤学院・博⼠後期課程）

「不登校経験者にとっての『⾃⽴』の検討―学校卒業後の進路
に着⽬して」

2⽉に提出した博⼠論⽂の計画書の内容について報告する。論⽂の題⽬は、「不登校経
験者にとっての「⾃⽴」の検討̶学校卒業後の進路に着⽬して（仮）」である。本研
究の⽬的は、学校教育を終えた不登校経験者の語りに注⽬し、不登校経験者の学校卒
業後の進路移⾏過程を⽰すことで、本⼈にとっての「社会的⾃⽴」の解釈実践を明ら
かにすることである。研究⽅法は「⾃⽴」概念の理論的検討と当事者を対象としたイ
ンタビュー調査である。

15:30 ~16:00 総合討論

＊⼀般参加者 朱奕雷（早稻⽥⼤学）
今井聖（琉球⼤学）
中野円佳（東京⼤学）
⼩林成美（上智⼤学）
安藤雄太（⽇本⼤学）
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12:40 ~12:50 ⾃⼰紹介

12:50 ~13:30

⼋⽊悠太
（早稲⽥⼤学⼤学院・博⼠前期/修⼠課程、さ

いたま市⽴⼤砂⼟東⼩（教諭））

「なぜ保護者トラブルは起きないのか―消費社会における
『キーピング・ストラテジー』」

⼩学校教員を取り巻く環境は厳しいものであり、病気休暇者における精神疾患の割合
は増えている。その原因の⼀つに保護者対応がある。そこで、現職⼩学校教員7名にイ
ンタビュー調査を⾏い、保護者トラブルに発展しない⽅法をストラテジー対応の枠組
みで分析した。分析の結果、保護者とトラブルにならずに関係を維持するためには、
保護者へ直接対応するだけでなく、⼦どもに対してや学校組織に対しての対応も必要
であることが分かった。また教員は、保護者の⾃⼰責任の考え⽅を有効に活⽤してい
ることも⾒えてきた。

13:30 ~14:10

韓在賢
（京都⼤学⼤学院・博⼠前期/修⼠課程）

「韓国系ニューカマー第⼆世代をどう捉えるか」

修⼠論⽂執筆にあたり、韓国系ニューカマー第⼆世代のアイデンティティに焦点を当
て、交流会では修⼠論⽂を通して明らかになったこと（今後の課題を含む）を報告す
る。本調査では12名の在⽇韓国系ニューカマーにインタビューを⾏い、清⽔ほか
(2021)による類型に基づいて彼らのエスニック・アイデンティティの分類を⾏った。
ルーツに対して異なる意味付けを⾏っている様⼦が⾒られ、そこには親の編⼊様式や
⾔語能⼒だけでなく、⽇本における学歴達成の度合いによる可能性が⾒出された。往
来の移⺠と違って、学業達成や⽇本への順応において問題がないと考えられてきた韓
国系ニューカマーの第⼆世代をどのように捉えるべきか、移⺠第⼆世代研究に繋げな
がら議論する。

14:10 ~14:30 休憩

14:30 ~15:10

陳露⽂
（⽇本⼥⼦⼤学⼤学院・博⼠後期課程）

「在⽇中国⼈移⺠家庭におけるジェンダー秩序の再編過程―
『両⽴⺟』に焦点を当てて」

⽇本では⼀般的に経済的に困窮していない場合、⼥性は「専業⺟」または「兼業⺟」
となる傾向があるが、これらの⽴場は社会から軽蔑されることはなく、⺟親が⼦ども
との絆を⼤切にし、⾝体的ケアを提供することが期待されている。しかし、中国⼈移
⺠⼥性の中には、国境を越えた祖⽗⺟の⽀援が難しい、ベビーシッターの利⽤が⼀般
的でないなどの⽇本の状況にも関わらず、積極的に正規職に就く者がいる。このよう
な環境のもとで、なぜ⼀部の中国⼈移⺠⼥性は、経済的に困難を抱えていないにもか
かわらず、正規の職業に就くことを積極的に選択したのか。そして、⽇本での正規就
労の意味や正規就労につくまでのプロセスは、中国の時と同じなのか。この研究は、
⽇本に住む中国⼈移⺠の⼥性数名にインタビューを⾏い、彼⼥らが正規就労を選ぶ理
由とその過程、⽇本での⽣活が彼⼥らのジェンダー規範に与える影響を探ることを⽬
的としている。

15:10 ~15:50

桑⽥湧也
（会社員）

「オルタナティブスクールのジレンマ︓『遅刻』と『ゲーム機
の使⽤』をめぐって」

オルタナティブスクールは通常の学校とは異なり、教師の「権威」が不在であるがゆ
えに、様々な場⾯で社会統制を機能させるにあたって、⼦どもたちの「⾃由」を巡る
ジレンマを経験する。本発表では、⼤阪府にあるオルタナティブスクールを対象に、
インタビュー調査や参与観察で得られたデータを⽤いて、前述のジレンマを象徴する
「遅刻」と「ゲーム機の使⽤」を事例に議論を展開する。その際、スタッフの実践の
みならず、先⾏研究では⼗分にフォーカスされていなかった「⼦どもたちがいかにし
て実践に参与するか」という視点も採⽤することで、オルタナティブスクールの教育
実践の多⾯性を描出することを試みる。

15:30 ~16:00 総合討論

＊⼀般参加者 中切正⼈（元福井⼤学）
李俊（早稲⽥⼤学）
馮容易（早稲⽥⼤学）
島⽥樹⾥（⽇本⼤学）
神内真利恵（早稲⽥⼤学）

ラウンドテーブル10（オンライン）
12:40 ~12:50 ⾃⼰紹介

12:50 ~13:30
古閑⼤貴

（名古屋⼤学⼤学院・博⼠後期課程）
「合成統制法によるペンシルバニア州パフォーマンス・ファン

ディングの政策評価」

本研究では、ペンシルバニア州パフォーマンス・ファンディング政策の⼈種格差是正
指標が歴史的⿊⼈⼤学に対して反転して導⼊された事例をもとに、合成統制法を⽤い
て政策が⿊⼈学⽣数に与えた影響について分析を⾏った。

13:30 ~14:10

堀川優弥
（東京⼤学⼤学院・博⼠後期課程、事務職員）

「⼤学職員はなぜ⾃発的に⾏動できていないの

近年⼤学を取り巻く環境は⼤きく変化しており、⼤学が⾃ら率先して時代の変化に対
応し、⾃⼰改⾰を⾏う必要性が指摘されている 。そのため、⼤学職員も⾃ら率先して
⾏動することで⼤学を時代の変化に対応させていく貢献が求められる。このような状
況があるにもかかわらず、⼤学職員は経営層が求めるレベルで⾃発的に⾏動できてい
ないという現状がある。

14:10 ~14:30 休憩

14:30 ~15:10 秋元みどり
（⻘⼭学院⼤学・⼤学教員︓助⼿・助教・専任

講師）
「地域連携学習を担う実践者の能⼒形成」

⽶国のポートランド州⽴⼤学で、地域と連携し取り組まれている、コミュニティ・
ベースド・ラーニングの教育プログラムについて、実践の担い⼿となる教員や専⾨職
員の役割、教職協働の中で⽣起している学習プロセスに対する分析の試み。

15:10 ~16:00 総合討論

＊⼀般参加者 ⽊村弘志（東京⼤学）
⼭⽥智⼦（佛教⼤学）
⼩泉かさね（⼤阪⼤学）


